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令和７年（2025 年）３月 

北海道教育庁学校教育局高校教育課 

 

～専門高校とは～ 
  職業教育を主とする学科を設置する高校を「専門高校」と

いい、本道には７つの学科の専門高校が設置されています。  



 

      産業界と一体となった専門高校 ONE-TEAM の取組 

 

北海道教育庁学校教育局高校教育課長 髙 田 安 利  

 

 
本道においては、広域分散型という特性上、学科や地域産業の特色等に応じて、専門高校が分

散して設置されており、これまでも、地域で活躍する職業人を育成するとともに、勤労観・職業

観の育成、豊かな感性や創造性を養う総合的な人間教育の場としても大きな役割を果たしてきま

した。 

こうした中、近年、第４次産業革命の進展、デジタルトランスフォーメーション、６次産業化

など、産業構造や仕事の内容が急速かつ絶えず革新する中、専門高校では、産業構造の絶え間な

い変化に即応した職業人材の育成が急務となっています。 

このような背景・課題に対応するため、北海道教育委員会では、文部科学省「マイスター・ハ 

イスクール普及促進事業」の指定を受け、北海道静内農業高等学校が国の「マイスター・ハイス

クール事業」（令和３～５年度）で構築した職業人材育成システムを参考に、専門高校と産業界と

のサステナブル（持続可能）な連携体制の構築を目指し、令和６年度からの２か年事業「北の専

門高校 ONE-TEAM プロジェクト」に取り組んでいます。  

本プロジェクトでは、高校教育課に配置している産学連携コーディネーターを中心として、「横」

と「縦」の２つの視点で、専門高校を支援しています。 

「横」の視点とは、専門高校が学校・学科の垣根を越えて連携し、効果的な職業人材育成シス

テムの取組を、他の専門高校に自走可能な形で横展開することであり、「縦」の視点とは、専門高

校と企業や中学校との連携を促進するとともに、専門高校の価値や魅力を広く普及・啓発 

することです。 

さらに、これらの取組を円滑かつ効果的に実行するため、産業界等の有識者で構成される事業

運営委員会「ONE-TEAM コミッティ」を設置・運営しており、委員の皆様には、本プロジェクトの

推進に向けて、専門高校の視察や産学連携に関する協議を通じて、専門的見地から貴重な助言等 

をいただいています。 

プロジェクト２年目となる令和７年度は、北海道静内農業高等学校が、地方公共団体や産業界

と連携・協働体制を整える中で得たノウハウを、道内の４圏域に設定した拠点校を中心として実

践し、その成果をさらに道内の専門高校に普及することで、全ての専門高校における産業界との

連携を充実させてまいります。 

結びになりますが、本プロジェクトに際し、御支援・御協力をいただいております皆様に深く

感謝申し上げますとともに、学校や産業界、経済団体など、本道産業教育に関係する多くの皆様

に本報告書を御高覧いただき、今後の本プロジェクトの充実・発展のため、貴重な御意見や御助

言をいただければ幸甚に存じます。 

 

 

 

 

 



 

産学連携の実現、その先にある産学融合に向けて 

 

            北海道教育庁学校教育局高校教育課 

産学連携コーディネーター 月 館 海 斗   

 

令和６年度に始動した「北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト」は、産学連携コーディネー

ターである私にとっても、産学連携の可能性を広げる試みとして、日々が学びの連続であり、

答えのない中での模索や学校現場との対話を通して取り組んできた一年間でした。 

事業運営委員会である「ONE-TEAM コミッティ」による協議内容や、先生方を対象とした学

校ヒアリング調査の結果を踏まえて、様々なイベントやセミナーなどを開催してきた中、専

門高校の生徒と教員、産業界の方が一堂に会する「産学連携シンポジウム」や「産学連携カ

ンファレンス」では、企業のリアルな声と教育現場の実情が交わる場を設け、双方の視点か 

ら「サステナブルな産学連携」について考える機会となりました。 

とりわけ、こうしたイベントの場では、生徒、教員に加え、企業の方も立場や役職を越え

て、率直に語り合う姿が印象的であり、「お互いの肩書きを越えて共創するからこそ、イノベ

ーションが生まれる。」と実感する瞬間が数多くありました。やはり、教育と産業の接点は、

形式的な連携ではなく、人と人の信頼関係から生まれるものであり、その橋渡し役として、 

私たちが果たすべき役割の大きさをあらためて感じています。 

また、中高生向けに制作した「おしごとガイドブック」では、地域を支えている専門高校

の卒業生から、それぞれの産業において、高校時代の学びが今の仕事にどう生きているかな

ど、生の声を多く掲載することで、北海道の未来を創る中高生の「将来の選択肢」が具体的

に見えるよう工夫しました。ガイドブックを読んだ中高生からは、「北海道内の魅力ある職業

に興味が湧いた。」などの感想が寄せられるなど、多くの中高生や産業界の方々から好評をい 

ただいています。 

終わりになりますが、本プロジェクトの成果は、関係者各位の御尽力と御協力の賜物であ

り、心より感謝申し上げます。令和７年度は、北海道静内農業高等学校が培ってきた実践知

を拠点校４校が引き継ぎ、道内全域へと展開していく“成果の普及年”です。各地域におい

て、学校が産業界との関係性を大切にしながら、地域に根差した産学連携、そして、その先

にある産学融合への支援を続けていきます。引き続き、皆様の御理解と御協力を賜りますよ 

う、心よりお願い申し上げます。 
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１ 事業の概要 

(1) 事業名 

北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト 

(2) 実施期間 

令和６年度（2024 年度）から２年間 

(3) 令和６年度拠点校 

北海道静内農業高等学校 

 (4) 事業内容 

次世代半導体製造拠点の立地や洋上風力発電の導入など、産業構造が大きく変化している 

中、北海道教育委員会に産学連携コーディネーターを配置し、マイスター・ハイスクール事 

業の指定校における産学連携による教育実践を踏まえ、地域創生を担う産業人材を育成して 

いる専門高校と産業界をつなぎ、産学連携を強化するとともに、専門高校の価値や魅力を広 

く発信し、魅力ある北海道を創る人材育成を推進する。 

 (5) 事業運営体制 

 ア 管理機関（北海道教育委員会） 

高校教育課に産学連携コーディネーターを配置するとともに、経済団体、自治体、教育 

機関等の有識者で構成し、産学連携に係る課題解決に向けた協議等を行う事業運営委員会 

「ONE-TEAM コミッティ」を設置し、静内農業高校がマイスター・ハイスクール事業で取 

り組んできた地方公共団体や産業界と連携・協働体制を整える中で得たノウハウを、道内 

の専門高校に広く発信する。 

  イ 産学連携コーディネーター 

  産学連携シンポジウム等の各種イベントの開催や、本事業の取組を紹介した学校や産業 

界向けの通信の発行などを通じて、学科の特性に応じて、専門高校と産業界等を人的につ 

なげる。 

 ウ ONE-TEAM コミッティ 

有識者８名で構成し、本プロジェクトの円滑な推進に向けて、専門高校の視察や産学連 

携に関する協議を行い、専門的見地から指導・助言を行う。 

(6) 連携体制を構築する産業分野 

６次産業（農業、商業、水産）、半導体関連（工業）、洋上風力発電（工業、水産）、 

観光 DX（商業）、スマート農業（農業）、スマート水産業（水産）など 

 (7) 連携する産業界等名 

・北海道経済連合会 

・公益財団法人北海道科学技術総合振興センター 

・一般社団法人北海道農産協会 

・北海道産業教育審議会 

 (8) 公式ロゴマーク 

本事業の取組を、効果的かつ幅広く産業界に周知するため、右 

に示した公式ロゴマークを制作した。中央の７つの★は、本道に 

設置している７つの職業学科（農業、工業、商業、水産、家庭、 

看護、福祉）を表している。 

 

 

 

 

【図１】公式ロゴマーク 
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２ 事業概要図 

【図２】令和６年度事業概要図（１ページ目／全２ページ） 
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【図３】令和６年度事業概要図（２ページ目／全２ページ） 
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３ 事業内容 

 (1) イベント 

  ア キックオフミーティング［令和６年７月８日（月）開催］ 

専門高校の教員が本事業について理解を深めることを目的に、会場参集・オンラインの 

ハイブリット方式で開催した。全道から専門高校の代表教員86名が参加し、本事業の説明 

や講話に加え、今後の産業界とのサステナブルな連携の在り方について協議を行った。 

 

◆発表「マイスター・ハイスクール事業の研究成果について」 

▶ 北海道静内農業高等学校教頭 工藤  淳 氏 

【主な内容】 

マイスター・ハイスクール事業における自校の実践事例や、 

今年度から取り組んでいる自走化した職業人材育成システムの 

仕組みなど 

 

◆基調講話「専門高校と産業界のサステナブルな連携の在り方について」 

▶ 北海道農産協会てん菜部長（前マイスター・ハイスクール CEO） 桑名 真人 氏   

【主な内容】 

静内農業高校の事例を参考に、産業界との連携を進める上でのポイント、信頼関係の

重要性や持続的に関わるプラットフォーム形成など 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆協議「自校における持続可能な産業界との連携について」 

【主な内容】 

参加者が 11 のグループに分かれ、産業界との望ましい連携の在り方について、生徒 

や地域など、それぞれの視点から「理想の姿」を設定し、その実現に向け「自分たちに 

何ができるか」、「何が必要か」をテーマに、実践できる取組について思考した。 

学科の垣根を越え、異なる学科の先生方で協議を行ったことで、参加者からは「新た 

な視点や気付きが多くあった。」、「もっと協議の時間がほしかった。」といった声が多 

く、産学連携について考える貴重な機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

発表する工藤教頭 

発表する桑名氏（左）と会場の様子 

協議の様子（左）と付箋に書かれた多くの意見 
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【図４】チラシ（キックオフミーティング） 
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 イ 産学連携シンポジウム［令和６年 11月 18 日（月）開催］ 

    本事業における取組が、専門高校と産業界の持続可能な連携に資するよう、参加者が事 

業内容や連携の意義等について共有することを目的に開催した。企業・学校関係者など、

会場参集・オンライン参加を合わせて 137 名が参加し、持続可能な産学連携の在り方及び

今後の北海道における職業人材育成について考える貴重な機会となった。 

 

◆発表①「産業界と連携した学びで私が得たもの」 

     ▶ 静内農業高校生産科学科３年 三浦 聖晴 さん 

【主な内容】 

・中央競馬会等と連携した馬の裂蹄治療についての 

学習や、軽種馬牧場におけるデュアルシステム 

・産業界と連携した実践的な学びを通して「地元の 

牧場へ就職したい」という目標が生まれたこと 

 

 ▶ 札幌工業高校土木科３年 飯島 道大 さん 

【主な内容】 

・新幹線のトンネル工事の視察や、地域の広場の整 

備（通路の整備、ベンチの製作）などに関わる産 

業界と連携したプロジェクト学習 

・将来は、「国や地域に貢献する技術者になりたい」 

という目標をもつようになった理由 

 

 ▶ 旭川商業高校流通ビジネス科３年 佐藤 藍 さん 

【主な内容】 

・ノーステック財団や地元企業の支援を得て、旭川 

農業高校と連携した「Project A」の取組 

・産業界と連携した学習を通して、商品開発や物流 

 についてなど、日常の授業だけでは学習すること 

ができない多くの学びがあったこと 

 

◆発表②「専門高校との連携が企業にもたらす効果について」 

     ▶ 国分北海道株式会社人事総務部長 萩庭 寿人 氏 

【主な内容】 

・専門高校との連携に至ったきっかけ 

・マイスター・ハイスクール事業における静内農業 

高校での取組 

・水産高校との商品開発や農業高校との連携事業な 

どの実践事例 

・高校との関わりが企業側にもたらす効果 

・取組の背景にある自社の理念や、北海道を元気に 

したいという地域産業の活性化に向けた思い 

 

 

発表する三浦さん 

発表する飯島さん 

発表する佐藤さん 

発表する萩庭氏 
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◆パネルディスカッション「専門高校と産業界のサステナブルな連携の在り方について」 

     ▶ 【司会】 

   ・北海道教育庁学校教育局高校教育課 産学連携コーディネーター 月館 海斗 

▶ 【パネリスト】 

・静内農業高校生産科学科３年           三浦 聖晴 さん  

・札幌工業高校土木科３年             飯島 道大 さん 

・旭川商業高校流通ビジネス科３年         佐藤  藍 さん 

・国分北海道株式会社人事総務部長         萩庭 寿人 氏 

 ・北海道経済連合会常務理事            百瀬 康弘 氏 

 ・株式会社砂子組企画営業部部長          真坂 紀至 氏 

・国分北海道株式会社道央支社道央支店営業業務担当 髙橋 柚珠乃 氏 

（令和５年度静内農業高校卒業） 

【主な意見】 

＜産業界＞ 

・産業界全体を考えて、人材育成につながる産学連携をするべき。 

・行政、学校、企業の役割分担をして ONE-TEAM で取り組むことが重要。  

＜高校生＞ 

・早いうちから産業界について知る機会がほしい。 

・企業の方と初対面では質問もしづらいので、長期的な関わりの機会がほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加者の主な感想 

・学科間や専門高校間の連携を積極的に行っていきたいと感じた。（学校関係者） 

・業界全体で産学連携に取り組む必要性を感じた。（企業関係者） 

・高校生の発表や活動のレベルの高さに驚かされた。（企業関係者） 

・生徒と大人がフラットに意見を言い合って、みんなで未来を考える素敵な場であると

感じた。（その他） 

パネルディスカッションの様子 

会場の様子 
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【図５】チラシ（産学連携シンポジウム） 
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ウ 高校生チャレンジ in どさんこプラザ［令和６年 12月 13 日（金）、14日（土）開催］ 

  農業・商業・水産科の生徒が、学校や学科の垣根を越えて連携し、企業と協働で開発し 

た商品を、JR 札幌駅構内にある北海道のアンテナショップ「どさんこプラザ札幌店」で 

販売し、６次産業化を学ぶ機会を創出した。 

 

◆事前情報交換会 

12 月２日（月）には参加校による事前情報交換会を行い、商品提供校の生徒が商品の 

PR ポイントなどを説明し、どの商品についても販売協力校の生徒がお客様にしっかりと 

説明できるよう情報交換を行ったほか、苫前商業高校の生徒が、商品提供校からの説明を 

参考に、チラシやポスター等を作成した。 

 

【商品提供校】 

函館水産、富良野緑峰、下川商業、留萌、更別農業、根室 

【販売協力校】 

苫前商業、富良野緑峰、留萌、更別農業、根室 

 

◆販売会当日 

商品の陳列や PR 方法についてアイディアを出し合い、全ての商品を完売した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆事後情報交換会 

販売会の２日後、12 月 16 日（月）に事後情報交換会を行った。今回の販売会を振り返 

り、販売会に参加した生徒からは、「事前にもっと他校の商品を研究すべきだった。」とい 

う反省や、「商品のレシピなどを書いたチラシを作成するとよかった。」などの改善案が出 

された。 

また、商品を提供した学校からは、「昨年より価格が上がった商品を、お客様はどのよ 

うに受け止めていたか。」など、当日のお客様の反応について、販売会に参加した生徒に対 

して質問するなど、積極的な交流が見られた。 

 

◆来場者の声 

当日は多くの方が来場し、生徒に向けた感想や応援の声が多数寄せられた。 

【感想等の一部】 

・積極的で元気があって好感がもてた。商品説明もしっかりしてくれた。 

・緊張しながらも頑張って声をかけてくれて、嬉しかった。 

・高校生の独創的な商品をどんどん増やしてほしい。 

・是非、今後もこのような企画を続けてほしい。 

陳列された商品 販売会に参加した生徒たち 
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【図６】まとめ（高校生チャレンジ in どさんこプラザ） 
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エ ４Ｓサミット［令和７年１月 24 日（金）開催］ 

    北海道の産業教育に携わる４つのＳ（専門高校、産業界、産学連携コーディネーター、 

指導主事）の代表者が集合し、産学連携に資する講演や意見交換等を通じて、それぞれの 

取組状況や課題等を把握し、持続可能な産学連携の実現に向けて目線合わせを行った。 

 

 

 

 

 

◆基調講演「北海道に根ざした企業が考える人材育成～未来の北海道産業を考える～」 

     ▶ 株式会社セイコーマート商品本部取締役本部長 辻道 雅彦 氏 

【主な内容】 

・地域との連携事例として、自治体との協定締結や、地域か 

らの要請に応えた出店事例 

・地域産品を活用した商品開発 

・高校生対象の各種コンテストの開催や、次世代の人材育成 

に関わる各種取組の紹介 

 

◆協議［進行：ONE-TEAM コミッティ委員（北海道産業教育審議会会長） 岡部 善平 氏］ 

    ▶ 協議題１「縦のつながり～企業や中学校とのサステナブルな連携の実現に向けて」 

【参加者からの主な意見】 

・学校と企業の連携では、目的を共有して Win-Win の関係を構築することが大切。 

・学校と企業で出来ることは異なるので、互いの得意分野を生かし、持続可能なキャ 

リア教育を行うことが重要。 

▶ 協議題２「横のつながり～職業学科の垣根を越えた専門高校 ONE-TEAM の実現に向けて」 

【参加者からの主な意見】 

・学科間の連携は、時間割や行事の調整など難しい面もあるため、第三者の調整役が 

入ることも一つの方法である。 

・専門高校に入学すると、進路の選択肢が狭くなるイメージがある。学科間の連携を 

 推進することで、より広い学びにつながるのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

◆まとめ 

     ▶ ONE-TEAM コミッティ委員（北海道産業教育審議会会長） 岡部 善平 氏 

    【主な内容】 

・学校と企業、中学校等との縦の連携において、まずは互いの目的を共有する場を設 

定することが大切。 

・中高・産学・学科間の連携を単発の取組にせず、持続可能な形とすることが重要。 

講師を務めた辻道氏 

協議の様子 発言する専門高校の校長 

【図７】４Ｓサミットに参加した４つのＳ 
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【図８】チラシ（４Ｓサミット） 
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オ 産学連携カンファレンス［令和７年２月 20日（木）］ 

産業界と連携している専門高校の取組やその成果を、本道の産業教育の関係者が共有す 

ることにより、専門高校における持続可能な職業人材育成システムの構築を促進すること 

を目的に開催した。生徒 20 名、教員 85名、企業関係者 68名の合わせて 173 名が参加し、 

産学連携の在り方について理解を深めた。 

 

◆発表①「マイスター・ハイスクール事業における連携と成果について」 

     ▶ 北海道厚岸翔洋高等学校教頭 長谷川 智人 氏 

【主な内容】 

・多くの生徒に、「地域に貢献したい」という意識や     

「課題解決に向け多面的に考え行動することが多く 

なった」という実感があり、さらに自己肯定感の向 

上を感じるなど、意識・行動に変容が見られたこと 

・産学連携による地域課題の解決に向け、３年間で系 

統的に取り組み、探究活動の充実が図られたこと 

・自走化に向けた学校設定科目やコミュニティ・スク 

ールの導入等の取組 

 

◆発表②「地元放送局として専門高校を応援する理由～水産高校・農業高校ウイークをとおして～」 

     ▶ 札幌テレビ放送株式会社 大阪 しの 氏 

【主な内容】 

・「地域貢献をとおして、北海道になくてはならない企 

業になる」という自社の思い 

・専門高校と連携して取り組んだ企画に対する視聴者か

らの多くの応援の声と、「もっと応援したい！」とい

う思いから始めた農業高校や水産高校との企画 

 

 

◆協議 

    ▶ 協議題１-Ａ「地域の担い手を育成する専門高校の役割」（教員・企業関係者） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場の様子 

発表を務めた大阪氏 

教員・企業関係者による協議の様子 
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▶ 協議題１-Ｂ「産業界と連携した学びで得られたもの」（生徒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 協議題２「今後取り組んでみたい産学連携のかたち」（教員・企業関係者・生徒） 

各グループでは、生徒が協議１で話し合った内容について発表した後、生徒と大人が 

交わって、今後の産学連携のあるべき形や、どのような連携ができるかなどについて活 

発な意見交換を行った。 

 

 

◆参加者の感想（一部） 

【企業関係者・経済団体関係者】 

・商品開発から、販売・プロモーションまでの一連の流れを連携して行い、その 

利益を使ってさらに大きな挑戦をする３か年プロジェクトのような長期的な取 

組をしたいと感じた。 

【教員】 

・企業の方と教員や生徒が話し合う機会が多くないので、よい経験になった。 

・まずは積極的に企業の方や経済団体の方と連絡を取ってみたいと思った。 

・他の専門高校や企業との共同プロジェクトを立ち上げるのも面白いと感じた。 

【生徒】 

・地域との関わりや高校生同士のコラボレーションなどを、もっとやるべきと感 

じた。 

・今後も様々なことに挑戦して、疑問や課題を見い出していきたい。 

  

学科の垣根を越えた生徒による協議の様子 

協議１の内容を発表する生徒の様子 生徒を交えた活発な意見交換の様子

子 
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【図９】チラシ（産学連携カンファレンス） 
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(2) 刊行物 

  ア ONE-TEAM ニュース 

本事業の取組や専門高校における産学連携の好事例のほか、各種イベントやセミナー等 

の情報を掲載し、専門高校や産業界等に広く発信した。（年６回発行） 

産業界関係者からは「専門高校の取組を知ることができるので発行が楽しみ」との声が 

多数あった。 

イ 職業学科理解推進ガイド 

       中学生やその保護者、中学校教員等の専門高校への理解を深めることを目的に、職業学

科の学習内容や進路先等を小学科などのカテゴリー別に紹介するガイドブックを制作し、

全道の中学校に配付するとともに、道教委のウェブページに掲載し、経済団体等に広く周

知した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ おしごとガイドブック 

    専門高校が取り組んでいる「縦」と「横」のつながりにスポットを当てたガイドブック

を制作し、道内の中学校１、２年生（約 76,500 名）及び高校１、２年生（約 46,000 名）

に配付した。 

 

【ガイドブックの主な内容】 

▶ 産学連携コーディネーターから中高生へのメッセージ 

▶ 先端技術を活用した産業分野で活躍する専門高校卒業生の仕事内容や、やりがい 

 

＜掲載分野＞ 

スマート農業、スマート水産業、半導体関連産業、観光産業、 

洋上風力発電、建設 DX、医療、福祉、ファッション 

 

▶ 専門高校と地域の企業が連携した取組 

▶ 学科の垣根を越えた専門高校同士が連携した取組 

▶ 中学校の技術科と連携した専門高校の取組 

▶ （中学生版のみ）産学連携コーディネーターと専門高校生３名の対談 

▶ （高校生版のみ）北海道の未来と地域を支える人材育成の取組 

   

エ 産業実務家教員リスト 

専門高校と産業界の双方にとってプラスとなる関係性をベースに、謝金等が不要で出前授 

業等が可能な職業人をまとめた「産業実務家教員リスト」を作成して各専門高校に配付し、 

専門高校における持続可能な人的・物的資源の活用を促進した。 

 
中学生の 
進路選択 

【図 10】中学生の進路選択における相関図（イメージ） 
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【図 11】ONE-TEAM ニュース第１号（１ページ目／全２ページ） 
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【図 12】ONE-TEAM ニュース第１号（２ページ目／全２ページ） 
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【図 13】ONE-TEAM ニュース第２号（１ページ目／全２ページ） 
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【図 14】ONE-TEAM ニュース第２号（２ページ目／全２ページ） 
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【図 15】ONE-TEAM ニュース第３号（１ページ目／全２ページ） 
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【図 16】ONE-TEAM ニュース第３号（２ページ目／全２ページ） 
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【図 17】ONE-TEAM ニュース第４号（１ページ目／全２ページ） 


